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みんな強く
やさしく 子どもたちに
うそをつかず 育ってほしい
ちょうせんする R4.5.20宮 翔

現在、鹿児島県内及び霧島市内における

新型コロナウイルス陽性者数が一向に減少

せず、逆に増加傾向にあることは、報道等

で御存知のことと思います。

市内の学校においても、最近は増加傾向

にあるようです。同様に、本校でも、毎日

ではありませんが、ポツポツと陽性の報告

が届いております（その際は、マチコミメ

ールでお知らせしております）。

今のところ、社会生活や家庭内での感染

が中心ではありますが、いつ校内感染の増

加に転じるか分かりません。しばらくは気

を引き締め対策を講じる必要があります。

現在の制度では、陽性者や濃厚接触者の

児童には、どうしても自宅待機をお願いす

ることになります。また、感染者が激増す

ると、学校閉鎖や学級閉鎖等も視野に入っ

てきます。さらに、感染が仕事や御家族に

大きな影響を及ぼす保護者の方々もいらっ

しゃいます。

社会が、自粛から開放に向けて緩やかに

移行しているように思われますが、上記の

懸念から、それぞれの御家庭でも、可能な

限り感染予防は続けていただくようお願い

します。

６月１９日(日)～２５日(土)は，全国的

な取組として「ハンセン病を正しく理解す

る週間」となっています。ハンセン病は国

の隔離政策などにより，怖い伝染病である

という考えが植え付けられ，そのことが偏

見・差別・人権侵害を引き起こしました。

新型コロナウイルスの現況

ハンセン病を正しく理解する週間

不当な差別を強いた過去を反省し，正しい

ハンセン病の知識を学び，元患者さん方の

名誉を回復することが大きな目的です。

ハンセン病は必ず治る病気であり，現在

の患者さん方は完治しています。

偏見をなくすことは大事です。ハンセン

病に限らず，差別のない社会になるといい

ですね。

１６日から三日

間、隼人中の職場

体験学習として、

３年生の女子生徒

が本校にやってき

ました。

◆泉 穂乃愛さん

◆迫田 陽奏子さん

◆室屋 娃沙さん

の３名です。

１年１組、１年３組、５年１組に入って、

様々な体験をしてもらいました。学習補助

や給食補助、一緒に遊んだり、話し相手に

なったりと大活躍でした。また、プールの

除草作業でも、職員と一緒になって、汗だ

くで働いてくれました。

とても礼儀正しく、見ていて気持ちのい

い中学生の皆さんでした。本校の卒業生で

あり、誇らしく思いました。まだしばらく

はいてほしかったです。残念。

【ちょっと一言】

朝、交通指導で立っていると、元気よく

挨拶してくれる子や笑顔を返してくれる子

供たちに元気をもらうこともしばしばで

す。最近は、「がんばってください。」と声

をかけてくれる子もいます（笑）。最初は

驚きましたが、「よし、がんばろう」とい

う気持ちになりますし、いい感じに成長し

ているなあと嬉しくもなりますね。

校長 鎌田広文

職場体験（隼人中から３名来校）




